
目的や意図に応じた話の構成を工夫しながら、場に応じた適切な言葉遣いができるようにする。また、
その単元で学んだことを確実に習得させるため、自分の言葉で単元の学びを言語化できるようにする。

・ 推薦するために、対象となる事物や人物のよさを整理するなどし、
   推薦理由を確かなものにしようとする。（関心・意欲・態度）

・ 事物や人物について、よさが伝わるように、推薦の理由を説明したり、
   エピソードを入れたりして、話の構成を工夫している。

・ 話し手の推薦した理由が納得できるかどうかを考えながら聞き、自分の考えをまとめている。（話す・聞く）

本時の目標
推薦されたものを聞き合い、推薦するときに必要な要素をまとめることができる。

本時の流れ

ロイロノートスクール実践事例集
小学校 ５年 国語

単元の目標

ポートフォリオ化による学びの習得法

１．学習のめあてと、その到達点、評価指標 ( ルーブリック ) を設定する

「お互いのすいせんを聞き合い、学習をまとめよう。」を分析する。
まず、「聞き合う」とはどんなことが必要か問う。
構成（頭括型・尾括型・双括型）
次に、「まとめる」とは何かを問う。構成を生かしてまとめて
話したり書いたりすること
これらをもとに、子どもの到達点を上記の分析から話し合って
決める。（ルーブリックの設定）
　A・・・お互いのすいせんを聞いて、構成、表現、考えを見つける。
　S・・・自分のすいせんに取り入れる
これによりゴールを明確にし、何を習得すべきか捉えて
学習を進めていく。

「すいせんします」 ２人一台タブレットICT 環境

京都市立錦林小学校
長野 健吉教諭

考えが明確かどうか、表現は明確かどうか、構成は効果的であったか
どうかの観点で、P（良い）M（改善すべき点）I（面白い）で評価
し合うことを知り、推薦を聞いた後でロイロノートのカードで相手に
送信することを知る。聞く観点が明確になっていることで、自分が
話すときににも意識することができるようにする。

２．評価の観点を知る

グループのリーダーの指示のもと順番にプレゼンをしていく。
この時、カードを自分でスワイプしながら話す順序を確認し、
相手意識をもって話すようにする。カードは、自分で考えた推薦する
ときに効果的な構成があるようにしておき、カードを読むのではなく、
要約としてのキーワードにとどめておく。それによって自分の言葉で
伝えられるようにする。

３．推薦する



ロイロノート導入のメリット

「推薦」というプレゼンテーションには、構成が重要になってくる。そこで、カードを入れ替えることが可能である
という特性を用い、並行して毎時間で考えた推薦の要素を最後に構成することにした。単元を貫く言語活動では
後に構成することがあるので、データとして残していくことは学習を継続して行うのに必要なことであると考える。
また、「話す」という形では、完全な形の文章ではなく、話を構成する要素と、接続詞がはっきりしていれば良いの
で、それをカードにしてスワイプすることで、自然な形の「話す」を実現できる。
学びの蓄積（LOPP）については、毎授業で、推薦に必要なことを、従来の「振り返り」としてロイロノートの
カードに残していくことで実現していく。まず、単元を貫いた質問を用意し、学習前・学習後に解答させ、その学
びの違いを見ることで内化を促し、自分の成長をメタ認知することをねらう。また、200 文字程度で授業毎のまと
めを、根拠をもって論じる文をいわゆる振り返りとして記載していき 1 枚にまとめていく。外化に論じる要素を含み、
論の構成を意識させる。毎時間論じることで、書く力の育成、児童自身のメタ認知を促す。紙でのそれと違い、
書きながら自分の文章を推敲する様子も見られ、確かな文章を書く力を育成することができる。最後の単元をまと
めた文章（学習後）にするときに、紙に書いたものでは相手に見せながら話すという行為は難しいが、過去に書い
たカードから重要なものに線を引いて抜き出すことができるようになる。そしてカードをスワイプしながら友達に
説明することでアウトプットし、考えていることを「話す」という段階が可能になる。まとめて書くよりも、話す
行為を入れることができることで、より確かな学びに繋がると言える。さらに、単元の学びの話し合いを実現する
ことで、友達の不足を補うアドバイスをすることができ、学び合いを促進することも可能となる。

写真上：S のカードに線を入れたもの

　　下：単元のまとめカード

PMI の観点に従って評価をカードに書き、送信し合ってから
言葉を補いながら伝える。推薦の構成や、話す技術について言及
できるようにする。もらったアドバイスカードはデータとして
残るので、時間の最後のまとめに自分の改善として記述できるよ
うに整理しておくようにする。カードにない部分はノートに
メモするようにする。

４．評価し合う

グループでの PMI を受けて、自分の推薦に必要な改善点を
ロイロノートのカードに書く。（200 字程度）もらったカードを
見たり、アドバイス時にメモしたことを見たりして、評価の観点に
対して自分の足りなかった部分を意識して文章化していく。
また、友達の推薦で良かった部分について、取り入れたいことが
あればそれも記述する。

５．自分の推薦の改善点を学習のポートフォリオに文章としてまとめる

これまでのポートフォリオカードを見て、「単元で学んだことの
大切なこと」に改めて線を入れ、グループ内で「推薦するときに
大切なこと」として説明する。この時、友達のまとめを聞いて、
足りない部分に付け足すことで単元の学びを確実なものにする。
それを受けて、自分自身で単元を通して推薦に必要な要素を
ポートフォリオにまとめる（200 字程度）



すいせんするときに、どのようなことに気を付けて
話せばよいか説明しましょう。

6 年生を送る会で歌を歌うことになりました。
どんな曲がいいのか、理由を明確にして
すいせんしましょう。

言語活動

・目的と条件を書く

・目的と条件に合わせた
   歌を決める

自分の決めたすいせんする歌の理由を、事実を考えて明確にしよう③

・歌について、その特徴を調べたり、自分の経験、見聞きしたことを書き出したりして関連づけていく。

お互いのすいせんを聞き合おう⑥
・友だちの推薦を評価する。(PMI)

すいせんするときに、どのようなことに気を付けて話せばよいか説明しましょう。
・これまで学んだことを振り返って発表する。

単元構想図

「すいせんする」にはどのように
構成すればいいのだろう①

・ 「学校のお祭りでするゲームについて」の例文章の
   比較から考える。

・ 目的と条件を例から考える。

推薦の目的から導かれる条件を確認し、条件が目的
から外れないことが重要である。

すいせんのための題材から、目的とそれにあった
条件を考えて、事実を結び付けてすいせんする方法を
知ろう②

・ 事実の分類を知る
・すいせんの理由を明確にするために、例の文章から
  事実を考えて書き加えていく。

理由付けとして述べる事実が条件にかなったもので
あることが重要である。

すいせんする内容を整え、構成、表現を考えよう④

・ 推薦するときの効果的な構成について教科書の
   例から考える。

初めに目的を確実に伝え、その事実を目的に結びつけ
ていくように構成することが大切である。また、
予想させる反対意見を説得する意見や期待できる
効果などを入れるとより伝わることも大切である。

すいせんするための話しかたの工夫を考えよう⑤

・ 推薦するときの効果的な話し方の工夫について
   教科書の例から考える。

聞き手に印象付けられるように、強弱・速さ・間、
問いかけ、順序の明確な指示などを効果的に配置して
話すことが大切である。

・構成の工夫を考える

・話し方の工夫を考える


